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概要 

SS30は、ノートPCファン用3相センサレスファンモータドライバICである。 

 

機能 

・ダイレクトPWM3相全波センサレスモータドライバ 

 

絶対最大定格/Ta=25℃ 

項目 記号 条件 定格値 unit 

電源電圧 VCC max  6.5 V 

プリドライブ電圧 

(ゲート電圧) 

VG max  10 V 

出力端子電流 IOUT max  0.7 A 

PWM入力端子耐圧 VPWM max  VCC V 

FG出力端子耐圧 VFG max  6.0 V 

FG出力電流 IFG max  5.0 mA 

1/2FG出力端子耐圧 V1/2FG max  6.0 V 

1/2FG出力電流 I1/2FG max  5.0 mA 

RD出力端子耐圧 VRD max  6.0 V 

RD出力電流 IRD max  5.0 mA 

許容損失1 Pd max1 IC単体 0.2 W 

許容損失2 Pd max2 基板実装 ※1 1.05 W 

動作周囲温度 Topr ※2 －30～＋95 ℃ 

保存周囲温度 Tstg  －55～＋150 ℃ 

※1 指定基板:40mm×50mm×0.8mm,ガラスエポキシ4相2S2P基板実装 

※2 Tj max=150℃である。動作時にチップ温度が、Tj=150℃を超えない範囲で使用すること。 

 

 

 

 

推奨動作条件/Ta=25℃ 

項目 記号 条件 定格値 unit 

電源電圧 VCC  2.2～6.0 V 

 

 

注文コード No. NA1878  

Bi-CMOS集積回路 

ノートPCファン用 
モータドライバ 

最大定格を超えるストレスは、デバイスにダメージを与える危険性があります。最大定格は、ストレス印加に対してのみであり、推奨動作条件を超えての機能

的動作に関して意図するものではありません。推奨動作条件を超えてのストレス印加は、デバイスの信頼性に影響を与える危険性があります。
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電気的特性/Ta=25℃,VCC=5V,特に指定のない限り 

項目 記号 条件 min typ max unit

電源電流1 ICC1 PWM端子=VCC 1.8 2.5 mA 

電源電流2 ICC2 PWM端子=0V 20 50 μA 

チャージポンプ出力 

出力電圧 VG  9.8  V 

出力部 

SOURCE Ron(H) IO=0.5A,VG=9.5V 0.6 1.0 Ω 

SINK Ron(L) IO=0.5A,VCC=5.0V 0.6 1.0 Ω 

SOURCE＋SINK Ron(H＋L) IO=0.5A,VCC=5V,VG=9.5V 1.2 2 Ω 

起動発振端子 

OSC端子充電電流 IOSC1 OSC端子=0V －2.5  μA 

OSC端子放電電流 IOSC2 OSC端子=1.5V 2.5  μA 

PWM入力端子 

PWM端子Hレベル入力電圧 VPWMH  VCC×0.8  VCC V 

PWM端子Lレベル入力電圧 VPWML  0  VCC×0.2 V 

PWM端子電流 IPWM PWM端子=0V  －50 μA 

PWM端子入力周波数 fPWM  20 25 50 kHz 

FG、1/2FG、RD出力端子 

FG, 1/2FG, RD 

出力端子Lレベル電圧 

VFG 

V1/2FG 

VRD 

IO=0.5mA時 0.1 0.2 V 

電流リミッタ回路 

リミッタ電圧 VRf RF=1Ω 0.225 0.25 0.275 V 

拘束保護回路 

拘束保護検出時間 RDT1  0.5 1.0 s 

拘束保護解除時間 RDT2  5  s 

過熱保護回路 

熱保護回路動作温度 TSD 設計目標※ 150 180  ℃ 

温度ヒステリシス幅 ΔTSD 設計目標※ 30  ℃ 

※設計目標値のため、測定は行わない。熱保護回路はICの焼損、熱破壊の回避のため内蔵している。ICの保証動

作範囲外での動作であるため、ファンの定常動作において、熱保護回路が動作しないよう熱設計をすること。 
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外形図 

unit:mm (typ) 
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ピン配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外付け応用回路例 
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ブロック図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

端子説明 

端子 

No. 
端子名 説明 等価回路 

1 VM モータ電源端子。小信号系の電源端

子VCC(2PIN)とショートして使用す

る。対GNDにコンデンサを接続する。

20 

18 

17 

UO 

VO 

WO 

出力端子。モータコイルを接続する。

16 RF 出力電流の検出端子。対GNDに抵抗を

接続することにより駆動電流を検出

する。 

1

16

171820

 

2 VCC 小信号系の電源端子。モータ電源

VM(1PIN)とショートして使用する。

対GNDにコンデンサを接続する。 

 

3 COM モータ中点接続端子。 

4 COMIN モータ位置検出コンパレータフィル

タ端子。FIL端子(5PIN)との間にコン

デンサを接続する。 

5 FIL モータ位置検出コンパレータフィル

タ端子COMIN端子(4PIN)との間にコ

ンデンサを接続する。 

WOVO
VG

UO

3

4 5

次ページへ続く。 
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前ページより続く。 

端子 

No. 
端子名 説明 等価回路 

6 OSC モータ起動周波数設定端子。対GNDに

コンデンサを接続する。充放電電流

(2.5μA)とコンデンサ容量により起

動周波数を調整する。 

VCC

6

VCC

 

7 SGND ICのGND端子。SUBGND端子(19PIN)と

ショートして使用する。 

 

8 F/R モータ回転方向切り換え端子。「H」

レベル電圧入力でU→V→W,「L」レベ

ル電圧入力でU→W→Vの順番でモー

タへの通電をする。 

通電の順番が入れ換わることでモー

タが逆方向に回転する。 

VCC

8

 

9 FG FGパルス出力端子。1/2ホール相当の

パルスを出力する。 

10 FG FGパルス出力端子。1ホール相当のパ

ルスを出力する。 

11 RD モータロック検知出力端子。 

モータロック時「H」を出力する。 

109 11

 

12 PWM PWM信号入力端子。「H」レベル電圧

入力で出力トランジスタがONする。

「L」レベル電圧入力で出力トランジ

スタがOFFし、モータが停止する。入

力信号のDutyコントロールをするこ

とでモータの速度制御を行う。端子

オープン時にはモータが全速とな

る。 

VCC

12

 

13 VG チャージポンプ昇圧出力端子。 

対GNDにコンデンサを接続する。 

14 CP チャージポンプ昇圧パルス出力端子。

CPC端子(15PIN)との間にコンデンサ

を接続する。 

15 CPC チャージポンプ昇圧用端子。 

CP端子(14PIN)との間にコンデンサ

を接続する。 

VCC

14 15

13

 

19 SUBGND ICのSUBGND端子。SGND端子(7PIN)と

ショートして使用する。 
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SS30の説明および外付け部品に関して 

 

SS30を用いたドライバ回路設計を行う際には、下記内容を一読し、満足な特性の得られるシステムの

開発をすること。 

 

1. 出力駆動回路および速度制御方法 

SS30は、出力での電力損失を少なくするため同期整流型のPWM駆動方式を採用している。 

出力トランジスタには低ON抵抗のDMOSデバイスを採用している(出力部上下ON抵抗和1.2Ωtyp)。 

ドライバの速度制御は、外部から入力されるPWM信号で行う。PWMはPWM端子(12PIN)への入力デュ

ーティに応じたスイッチングを行って速度をコントロールする。出力トランジスタはPWM端子へ

「H」レベル電圧入力でPWM_ON、「L」レベル電圧入力でPWM_OFFとなる。PWM端子をオープンで使用

した場合、内蔵の抵抗によりPWM端子が「H」レベル電圧となり、モータの速度は全速となる。PWM

端子を「L」レベル電圧で固定した場合モータが減速し、モータが停止した後「省電力モード」に

移行する。 

 

2. ソフトスイッチング回路 

本ICは、デューティ可変型のソフトスイッチングを行っており、モータ駆動音の静音化を実現し

ている。 

 

3. 電流制限回路 

電流制限回路の制限電流は、I=VRF/RFで決定することができる。(VRF=0.25Vtyp) 

電流制限は出力トランジスタのピーク電流をRF端子(16PIN)で検出し、PWM相のトランジスタをOFF

する。 

 

4. OSC回路 

OSC端子(6PIN)は、センサレスの起動転流を行うための発振端子である。OSC端子－GND間にコンデ

ンサを接続すると、OSC端子は自励発振を始め、これが起動周波数となる。発振周波数は外付けコ

ンデンサを変えることで調整できる。(例. 容量を小さくすると起動周波数が高くなる)。 

最適な起動特性が得られるように最適な容量値を選ぶ必要がある。 

モータ形状変更及びモータの特性(コイル抵抗値、巻き線数、着磁等)を変更した場合は、必ず起

動時の動作確認を行い、再度定数の調整を行うこと。 

 

5. ロータの位置検知コンパレータ回路 

ロータの位置検知コンパレータ回路は、モータ回転時に発生する逆起信号を用いてロータの位置

情報を検出するためのコンパレータである。ここで得られた位置情報をもとに、出力部の通電タ

イミングを決定する。 

COMIN端子(4PIN)対FIL(5PIN)間にコンデンサ(1000～10000pF程度：参考値)を入れることにより、

コンパレータ入力ノイズを原因とするモータ起動不具合を改善することができる。 

OSC端子のコンデンサと同様に、モータ形状変更及びモータの特性(コイル抵抗値、巻き線数、着

磁等)を変更した場合は、必ず起動時の動作確認を行い、再度定数の調整を行うこと。 

 

6. FG、1/2FG出力回路 

FG端子(10PIN)及び1/2FG端子(9PIN)はFG出力端子である。FG端子は1ホール相当のパルスを出力し、

1/2FG端子は1/2ホール相当のパルスを出力する。FG端子及び1/2FG端子は、オープンドレイン出力

構成であるため、プルアップ抵抗を付けて使用すること。プルアップ抵抗を接続する電源は、FG

信号を入力する側の電源へ接続すること。プルアップ抵抗の抵抗値としては、10kΩ程度を推奨す

る。 

 

7. RD(ロック検知)出力回路 

RD端子(11PIN)はRD出力端子である。RD端子はオープンドレイン出力構成であるため、プルアップ

抵抗を付けて使用すること。プルアップ抵抗を接続する電源は、RD信号を入力する側の電源へ接

続すること。プルアップ抵抗の抵抗値としては、10kΩ程度を推奨する。 
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8. チャージポンプ回路 

SS30はDMOS(Nch)出力構成であるため、チャージポンプによる昇圧回路を設けている。 

CP端子(14PIN)-CPC端子(15PIN)間にコンデンサ(推奨0.1μF以上)を接続するとVCC電源電圧の2倍

電圧を得ることができる。なお、昇圧電圧(VG電圧)はDC9.5Vでクランプされるように設計されて

いる。昇圧電圧(VG電圧)がリップルで10V(VG max)を超える場合は、VG端子(12PIN)-GND間のコン

デンサ容量を大きくする必要がある。 

VG電圧を外部から供給して使用する場合は、下記の点に注意すること。 

① 外部から加えるVG電圧は絶対最大定格VG maxを超えないこと。 

② CP端子(14PIN)-CPC端子(15PIN)間のコンデンサは不要。 

③ 電源投入順序に注意する。VG電圧はVCC電圧投入後に印可し、VCCを切る前にVG電圧印可を解

除する。 

④ VCC-VG端子間には、IC内部でダイオードが接続されているので、VG端子にはVCC＞VGとなる

関係の電圧を入力しないこと。 

 

9. 基板パターン設計上の注意点 

SS30はBi-CMOSプロセスを用いたドライバICであり、ICチップの中にバイポーラ回路/MOSロジック

回路/MOSドライブ回路搭載している。よって基板設計の際はパターン引き回しを考慮して描く必

要がある。 

① SGND/SUBGNDおよびVCC/VMの引き回しについて 

SGND端子とSUBGND端子は最短距離で接続すること。VCC端子とVM端子も同様に最短距離で接続す

ること。電源端子(VCC:1PIN、VM:2PIN)とSGND端子(7PIN)間の最近傍にコンデンサ(推奨4.7μF
以上)を接続すること。 

② 外付け部品の配置について 

外付け部品で対GNDに接続するものに関しては、SGND(7PIN)に最短で配置すること。 

ICの端子間に付く外付け部品に関しても、IC端子間で最近傍に配置すること。 
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